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課題 １ 職員の意識改革やグループ制への理解を深める工夫が必要 

２ 組織の目標や課内の情報共有化を促進する工夫が必要 

３ 職員のモチベーションを向上させる工夫が必要 

  言 提  

提言要旨 職員減少時代の組織改善 

～フラット制をより機能させるために～ 

多くの地方公共団体が、組織のフラット化に取り組み、効率的な組織体制を目指した 

しかしながら、「思ったように成果がでない」「何にも変わらないから元に戻そう」 

 一体何が課題なのか？ 

減り続ける職員 

・地方公共団体の総職員数は１８年連続して 

減少 

・市町村の総職員数は平成８年の約１５５万 

５千人をピークとして、１６年連続して減少 

増え続ける仕事 

・地方分権改革による義務付け・枠付けの 

見直しや条例制定権の拡大 

・基礎的自治体である市町村の事務は増大し

ますます多様化・高度化 


